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モダニズム建築を育んだドイツ・ヴァイマル期の住宅団地 
―ノイエ・ザハリヒカイト概念の展開とその背景を考える― 
German “Weimar-ERA Siedlungen” which brought up the modern architecture 
Thinking about the development of “Neue Sachlichkeit” and it’s background 
 




























































1923 年 1 月に独最大の鉱工業地帯のルール地方に進駐した。
それに抵抗する現地労働者のストで生産は停滞した。また賠償






年 月 為替(=1 ドル)マルク 備 考 
1914 年 7 月 4.2 戦前 
1919 年 5 月 13.5 戦後 
1919 年 12 月 46.8  
1920 年 1 月 64.8  
1920 年 6 月 39.1  
1920 年 7 月 39.5  
1921 年 7 月 76.7  
1922 年 6 月 320.0  
1922 年 7 月 493.2  
1923 年 1 月 17,972 ルール占領 
1923 年 7 月 353,412  
1923 年 8 月 4,620,455  
1923 年 9 月 98,860,000  
1923 年 10 月 25,260,280,000  
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図9 左：ヴェストハウゼン(1929-31)配置図， 右：同住棟写真 




   
図11 プラウンハイム(1927-34） 左：配置図，右：同中庭の写真 
 
 
  図 12 同上住棟断面図 
  
図13 左: 建設のプレヴファブ化，右:小住宅に合致する家具の開発 
     
図14住戸プラン  左：小型住戸50㎡，右：：小型テラスハウス75㎡ 
 








   








モダニズム建築の重要なモデルの一つとなった（図 3 参照）。 
シュツットガルト市長のカール・ロゥテンシュレーガーと
































会議，Congrès International d’Architecture Moderne）が，
エルンスト･マイ，ヴァルター･グロピウス，マルト・シュタム






















































 更に，CIAM の第二回大会は 1929 年にエルンスト・マイが
中心となり，フランクフルトにおいて当時欧州諸国の共通課題
だった住宅不足を反映したテーマ„Die Wohnung für das 
Existenzminimum“（最小限住居）を中心に，開催された。 
 図 5～12 の様な事例は住棟が全て直方体で，建物の凹凸は
住棟のズレや出入り口部分の庇等の用に基づき，デザイン上の 
  
図3 ヴァイセンホフ団地 左：配置図，右：同写真 
  
図4 アルテ・ハイデ団地 左：配置図，右：同写真 
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図14左 ,14右 ,15右 ,16左･右: Das Neue Frankfurt, Fünf Jahre 












































Fried. Krupp Aktiengeselschaft zu Essen/Ruhr, „Das 
Arbeiter=Wohnhaus auf der Kruppschen Grßstahlfabrik in seier 
baulichen Entwicklung.“ Buchdruckerei der Gußstahlfabrik Fried. 
Krupp A.G., Essen=Ruhr, 1907 
Andreas Helfrich, „Die Margarethenhöhe Essen – Architekt und 
Auftraggeber vor dem Hintergrund der Kommunalpolitik Essen und der 
Firmenpolitik Krupp zwischen 1886 und 1914“, VDG, 2000 の図に筆
者が加筆 
https://de.wikipedia.org/wiki/Datei:Krupp_Siedlung_Altenhof_Essen_
Plan 1902.JPG, (2015/07/05) 
Nicholas Bullock & James Read, “The movement for housing reform 
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